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はじめに

第3回目となる「JX Live!2025」 今年は、今も進化し続ける六本木を舞台に開催！

2022年に10周年を迎えた新経済連盟は、新たな周年イベントとして「JX Live!」を立ち上げ、おかげさまで大成功を収めることができました。

そして、今年は来る 10月21日（火）に、会場を虎ノ門から六本木のグランドハイアット東京に移し、第3回目 を開催いたします。

「JX Live!」は新経済連盟の活動の集大成として、 10周年に合わせて打ち出した新たな活動指針である「JX（Japan Transformation）」を前面に、

新経連の特徴である「政治家と経営者による率直な政策対話」と「経営者同士の交流」を一日の Live! で実施するものです。

ラウンドテーブルを会場中央に設置し、その周りを取り囲む形で皆様に白熱の議論をライブで体感いただきます。

さらに、第4回目となる「JXアワード」表彰式、パーティー に加えて、毎年好評を頂いている 特別ディナー *にお席をご用意いたします。

また今回は新たに、会場に 企業メッセージボード を設置し、皆さまの企業理念を来場者に広く紹介させていただきます。

日本で最も新しい経済団体として、更なる飛躍と進化を目指して立ち上げました「JX Live!」に是非ご協賛くださいますよう、心からお願い申し上げます。

*ご用意のないカテゴリーもございます。



JX Live! 2024 - メディア・SNS露出

メディア(SNS)総IMP 計 1,186,890 回表示 

開催前から多くのメディアで取り上げて頂き、また、開催日当日にはJX Awards授賞式の様子も即日配信されました。

開催後には多くのフォロワー数を抱える登壇者がSNSでメンションしてくださるなど、JX Live!やJX Awardsの認知度は確実に向上しております。

https://sogyotecho.jp/news/20241009jx-live-2024/
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JX Live! 2024 Event Highlights 

＃参加者の声

ラウンドテーブルなどで議論された内容が、実際に社会実装されていくことが

何より重要だと感じています。新経連の皆さまと共に、どのように社会への

働きかけを進めていけるかに大きな期待を寄せています。

具体的かつ私たちにとって身近なテーマが取り上げられており、

非常に共感できました。まさに『それが聞きたかった』という内容でした。

スタートアップの皆さんに積極的に参加いただき、新経済連盟を通じて

連携しながら、日本経済の活性化に貢献していけることを期待しています。

第一線で活躍されている経営者の方々が一堂に会する、大変貴重な機会を提供

いただき、心より感謝しています。このような機会は滅多にない貴重な場なので

ぜひ来年も参加させていただきたいと楽しみにしています。



JX Live! 2024 Event Highlights 

＃ラウンドテーブル
第一線の経営者・政治家・専門家たちがラウンドテーブルセッションに登場。スペシャルナビゲーターによる進行の下、「日本の国力を高めるグランドデザイン

戦略」、「AI強国」に向けた戦略」、「アントレプレナーシップ教育の実現」 、「日本の脱炭素成長戦略」の4つのテーマで白熱した議論を繰り広げました。



＃JX Awards 表彰式

JX Live! 2024 Event Highlights 

有識者5名による選考委員会にて選ばれた大賞1名、選考委員特別賞3名の「JXアワード」授賞式を執り行いました。

最先端を走るアントレプレナーである各受賞者に、選考委員から祝辞と応援の言葉が贈られました。



＃特別ディナー

JX Live! 2024 Event Highlights 

完全招待制・協賛企業限定 特別ディナーをアンダーズ東京51Fシェフズスタジオ にて開催しました。ご協賛各社の皆様とセッション登壇者の方々、

そしてJX Challengeのチャンピオンにご参加頂き、特別ゲストによる鼎談や当連盟理事・幹事とのネットワーキングをお楽しみ頂きました。



＃JX Challenge

JX Live! 2024 Event Highlights 

会員企業から応募を募り、チャレンジャー10社により行われた自社PRタイム「JXチャレンジ」。

各社90秒の持ち時間で自由に自社をPRしていただきました。新経連理事・幹事を中心としたジャッジチームに加え、会場参加者にも票を投じていただき

チャンピオンを選出。チャンピオンを特別ディナーへご招待いたしました。

▼ジャッジチーム

▼チャレンジャー



＃ネットワーキングパーティー

JX Live! 2024 Event Highlights 

通年開催の大人気企画「Evening Meetup by 新経連」スタイルを踏襲した、ドレスコードなしのカジュアルパーティーです。

会員・協賛企業の経営者や役職者の方など総勢400名の皆さまに、お酒と軽食とともにネットワーキングを楽しんでいただきました。



JX Live! 2024 - 会場内ロゴ露出



JX Live! 2025 ご協賛カテゴリーとベネフィット
ご協賛カテゴリー S A B C D

協賛金 700 万円 330 万円 220 万円 110 万円 50 万円

（税込金額） （770万円） （363万円） （242万円） （121万円） （55万円）

1.ロゴ掲示
(WEBサイト、場内パネル、制作物等)

XXL XL L M S

2. 特別ディナー招待
4 名 2 名

2 名 1 名 -

（メインテーブル含む） （メインテーブル含む）

3. JX Live!イベント招待 40 名 20 名 12 名 6 名 4 名

4. VIPラウンジ利用権 5 名 4 名 3 名 2 名 1 名

5. 特設ブース設置 ○(L) ○(M) - - -

6.企業メッセージ掲出 XXL XL L M S

7. 会場でのCM放映
(ラウンドテーブル中)

60 秒 30 秒 - - -

8.サンプリング配布* ○ ○ ○ ○ ○

サポートカテゴリー

飲み物 / リフレッシュメント会場配布 100万円(110万円)  ※最大2社まで

PR パッケージ

ロゴ掲示(S) / 特設ブース設置(S) / 企業メッセージ掲出(S) / サンプリング配布 100万円(110万円)  ※最大5社まで

*サンプリング配布は試供品等に限り、パンフレット等の提供はお控えください。なお、5.特設ブースを設置いただいた場合はご提供可能です。
ベネフィット内容・数量は今後変動する場合がございます。あらかじめご了解くださいますようお願い申し上げます。

*サンプリング配布は試供品等に限ります。パンフレット等の提供はお控えください。なお、5.特設ブースを設置いただいた場合は、パンフレット等をご提供可能です。
ベネフィット内容・数量は今後変動する場合がございます。あらかじめご了解くださいますようお願い申し上げます。



ご協賛ベネフィット概要

JX Live! イベントご招待 ALL
協賛カテゴリー

経営者と政治家の熱い議論を体感していただける政策ラウンドテーブルセッションのほか、

新たな領域をリードする可能性を持つ注目のアントレプレナーを表彰するJXアワード、

ピッチイベントのJX Challengeなど一日を通じてお楽しみいただける内容となっております。

ラウンドテーブル、JXアワード表彰式終了後、ご協賛各社様を、特別ディナーに

ご招待いたします。著名ゲストや当連盟理事・幹事との会話をお楽しみいただけます。

*ご招待人数・テーブル種別はご協賛金額に応じます

*著名ゲストは現在調整中です

(昨年は東映アニメーション顧問 清水慎治氏、羽田未来総合研究所代表取締役社長 大西洋氏)

特別ディナー S,A,B,C
協賛カテゴリー



ご協賛ベネフィット概要

VIPラウンジ利用権 ALL
協賛カテゴリー

今年度から新たに、協賛企業様限定のVIPラウンジをご用意いたしました。

落ち着いた雰囲気のラウンジ内で、当連盟理事・幹事や協賛企業様同士の交流を深め、

新たなビジネスチャンスを創出していただくための特別な空間となっております。

JX Live!2025 Webサイトや

当日会場に設置されるパネル

にロゴを掲載いたします。

※協賛カテゴリに応じて選べる

メニューが異なります

ロゴ露出 ALL
協賛カテゴリー

会場ホワイエには

企業パネルを設置いたします。

ご協賛各社様の紹介のほか、

各社様の理念やミッションを

来場者に届けてまいります。

企業メッセージ掲出 ALL
協賛カテゴリー

企業パネル設置イメージ

展示ブース設置例

ラウンジイメージ



特別ブース S,A
協賛カテゴリー

リフレッシュメント会場配布 サポート
協賛カテゴリー

会場内CM放映
協賛カテゴリー

S,A
会場ホワイエに特別ブースを設

置いただけます。

ブースでは企業情報やサンプリ

ング等を来場者の皆さまへ直接

ご紹介いただけます。

当日メイン会場(ラウンド

テーブル間)にて、

企業CMを放映いたします。

※カテゴリによって放映時間が異

なります。

当日、来場者様向けに飲み物とリフ

レッシュメントを提供いただけます。

容器やサーバーに企業ロゴ等を掲載い

ただけるほか、会場内でご協賛のアナ

ウンスをさせていただきます。

ご協賛ベネフィット概要

リフレッシュメントイメージ



新経連「JX Live!」にかかる協賛約款

第1条 本約款の適用範囲

本約款は、一般社団法人新経済連盟（以下「甲」という）が実施する

「JX Live!」（2025年10月21日開催予定）に対して適用されるものとする。

第2条 申込み及び支払い

1. 申込書を提出した協賛企業（以下「乙」という）は、甲に対し、協賛料金（以下「料金」と

いう）の総額を、申込書提出後、翌月末までに支払うものとする。

2. 申込書に基づき支払われる料金には、10％の消費税が課税される。

3. 支払いは、指定の銀行口座への振込（振込手数料は乙負担）によるものとする。

4. 乙が上記記載の支払日までに支払いをしなかったときは、甲はなんらの通知を要すること

なく、乙の申込内容に付随する権利を取り消すことができる。

第3条 キャンセル条項

1. 参加申込をし、甲の承認を得た乙が、乙の都合により止むを得ず協賛内容の全部、

または一部のキャンセルなどを申込書提出後に行った場合、以下のキャンセル料が発生する。

イ) 2025年7月1日以降 8月末日までにキャンセルする場合、料金の80%

ロ) 2025年9月1日以降にキャンセルする場合、料金の100%

ここで支払うべきキャンセル料に、既に甲に対してなされた支払い総額が達していないときは、

乙は当該料金の差額を速やかに甲に支払うものとする。乙から既に甲に支払われた額を超えて

いるときは、当該超過額を乙に払い戻すものとする。そのような超過額を除いては、甲が負担

する経費および参加スペースを他の参加企業へ提供する機会の喪失または延期を考慮し、参加

規約に基づき甲に対してなされた支払いは、甲の収入とし払い戻しはされないものとする。

乙は本規約のもとに支払い義務の生じたキャンセル料は全て損害弁済となるものであることに

同意する。

2. 本契約による期日の到来した全額を乙が支払わない場合、甲は本契約を終了させることが

できる。乙はかかる不履行の日にキャンセルした場合、上記（イ）（ロ）の条件で甲に

支払われるべきキャンセル料の全額を支払う責任があるものとする。

第4条 協賛枠の割当て

1. 乙の協賛枠は申込順位、協賛カテゴリーなどを考慮し、甲が定め、乙に連絡するものとする。

2. この割当ては、本催事の期間についてのみ行われ、将来の催事において同様または類似の協

賛枠等を割当てることを約束するものではない。

3. 甲が、乙の製品またはサービスが本催事にとって不適切と判断したとき、または乙及びその

役職員が甲もしくは他の参加企業の迷惑となる行動をしたときは、本申込の承認を撤回し、

本契約を解除することができる。

第5条 主催者による事業の全部または一部中止

1.  戦争、内乱、火災、ストライキ、地震、感染症、法令、天災地変、公共交通機関もしくは

ユーティリティ・サービスの停止、その他甲が支配できない原因により、事業の全体もしく

は一部が中止され、ベネフィットの提供が不可能となったときは、甲は甲が受領した料金の

中から甲に要した経費及び甲に対する報酬を削除し、なお残金があればそれを乙に返還する。

2. 前項に関わらず、前項に掲げる事由による事業の全体もしくは一部をオンライン等の代替

手段で実施することになった場合は、ベネフィット内容等については甲乙にて協議するもの

とする。

第6条 条件および規則に対する同意

1. 乙は、上記条件および規則、並びに随時甲が本事業の十分かつ安全な運営のために設置する

追加的な条件および 規則（参加マニュアルを含む）に従うことに同意する。

2. 乙がこれらの条件および規則に違反したときは、甲は乙の参加を中止し、本契約を解除する

権利を有することに加え、甲の判断により、将来のイベントへの参加を拒絶することができ

る。

3. デモンストレーションに関しては、乙と甲の間には、上記に定めた本契約以外にはいかなる

契約、保証、追加事項も存在しない。

4. 本契約で使用される見出しは便宜上のものであり、契約の内容の解釈のために用いられては

ならない。

5. 本契約は日本法によって解釈される。

6. 本契約に生じるあらゆる紛争については、東京地方裁判所が管轄を有する。 
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